
１　指定概要

２　施設の利用状況

３　収支の状況

指定管理者

名称 社会福祉法人　県央福祉会

代表者名 理事長　柴田　琢

住所 大和市柳橋五丁目３番地１

指定管理者評価シート

評価年度 令和6年度

所管課（評価担当課） こどもみらい部 発達支援室

施設概要
名称 鎌倉市児童発達支援センター　あおぞら園

所在地 鎌倉市笛田二丁目38番20号

（単位：人）

児童発達支援
開園日数 利用（契約）児童数 延利用児数

239日 30人 5,458人

指定管理期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日　（５年間）

指定管理業務の内容

①児童発達支援センターの管理運営に関する業務

　・児童福祉法第６条の２の２第２項に規定する児童発達支援に関すること

　・児童福祉法第６条の２の２第５項に規定する保育所等訪問支援に関すること

　・児童福祉法第６条の２の２第６項に規定する障害児相談支援に関すること

②施設及び設備の維持管理に関する業務

③経営管理等に関する業務

④自主事業の実施に関すること

⑤その他、市長が必要と認める業務

保育所等訪問支援
利用（契約）児童数 延利用児数

4人 20人

障害児相談支援
障害児支援利用援助 継続障害児支援利用援助

6人 50人

（単位：円）

収

入

指定管理料 65,105,000円

利用料金収入 491,680円

自主事業収入 10,927円

その他収入 98,311,870円

163,919,477円

40,825,379円

その他経費 14,639,659円

153,346,012円

収支差額 10,573,465円

支

出

人件費 94,420,278円

光熱水費 3,313,956円

修繕費 146,740円

事務費



４　評価

指定

管理者
市

① ○ ○

② ○ ○

③ ○ ○

④ ○ ○

⑤ ○ ○

⑥ ○ ○

⑦ ○ ○

⑧ ○ ○

⑨ ○ ○

⑩ ○ ○

⑪ ○ ○

⑫ ○ ○

⑬ ○ ○

⑭ ○ ○

⑮ ○ ○

⑯ ○ ○

⑰ ○ ○

⑱ ○ ○

⑲ ○ ○

⑳ ○ ○

㉑ ○ ○

㉒ ○ ○

㉓ ○ ○

㉔ ○ ○

㉕ ○ ○

㉖ ○ ○

㉗ ○ ○

㉘ ○ ○

㉙ ○ ○

㉚ ○ ○

㉛ ○ ○

㉜ ○ ○

㉝ ○ ○

評価

評価内容項目

法令、協定書等の順守

月次報告書やその他の提出物は遅滞なく市に提出されているか。

法令等で定められた書類が適切に作成され、関連機関に遅滞なく提出されているか。

市、関係団体との連絡調整を適切に行っているか。

情報公開、個人情報保護への取り組みは確立されているか。

文書管理が適切になされているか。

基本的事項

関係法令、協定書等が遵守されているか。

提案した事業計画の内容は適切に実施されているか。

利用者の安心、安全な施設利用に関する研修、訓練は実施されているか。

事故、災害その他の緊急事態が発生した場合の市との連絡体制が明確化されているか。

安全対策及び危機管理

市の方針、施設の設置目的等を的確に理解し、運営されているか。

人権施策に対する理解がされているか。
運営方針

利用者が安全・安心かつ快適に過ごせる環境が保持されているか。

環境に配慮した取り組みが実施されているか。

自主事業の実施状況は適切であるか。

職員（常勤職員、非常勤職員）の配置執行体制は適当か。

管理運営及び業務に必要な有資格者を必要数配置しているか。

労働法規等を遵守した適切な労働環境が確保されているか。

職員研修体制を整え、知識の向上、人材育成に努めているか。

再委託等の契約関する事務は適切に行われているか。

職員配置及び実施体制

リスクに対して適切な範囲内で保険に加入しているか。

防犯、防災、事故防止のための対策が確立し、安全への配慮がされているか。

事故発生時や非常災害時の対応は適切であったか。

利用者、保護者への適切な情報提供や市民に対する施設の紹介は適切に行われている

か。

施設の管理運営、維持管理

自主事業

情報発信

利用者意見の把握及び対応

再委託事業者から適切に事業報告をさせるなど、再委託業務を適切に管理しているか。

管理運営において必要な日誌、記録等をつけ、管理責任者等の確認後適当に保管されて

いるか。

備品及び消耗品は適切に管理されているか。

利用者、保護者の意見、要望、苦情等の受付体制を確立し、適切に対応が行われている

か。

利用者、保護者からの意見を聴取し対応する体制を講じ、その結果を業務に反映させてい

るか。

指定管理料は、適正に執行されているか。

収入と支出のバランスは適正か。指定管理者の経営状況に問題はないか。

経費縮減のための努力が行われているか。

施設経営の適切な執行

指定管理者と市がお互いに協力し、施設の有効活用が図られたか。

地域や関係団体等との連携や協働は図られたか。

適否基準 「〇」 ： 適切である 「△」 ： 概ね適切である 「×」 ： 適切でない

連絡調整体制の整備



５　利用者意見の把握及び対応

　指定管理者が実施した保護者アンケートの結果

アンケート調査の結果得られた

主なる意見等

６　総合評価

　指定管理者による自己評価

（事業実績の評価と改善の取り組み）

　施設設置者（鎌倉市）による評価

（年度評価所見と評価結果に対する今後の対応）

・悩み相談ごとに丁寧に答えてくださる。

・アプリで毎週写真が配信されるためとても楽しみしている。

・保護者会用に部屋を貸してくださりありがとうございます。

・保護者会がなくなったことも大きな原因の一つですが園の行事の時、保護者のみで話せる時間設

けて保護者間の情報交換ができるのでは？と思います。兄弟児ついてもうすこし情報が欲しいです。

・とても感謝しています。大変満足しています。

・１か月の中でほぼ重複がないように多様な活動をよういしていただいていると思います。ただし、

個々の関心や得意に応じた新たなプログラムの創出というのは不足気味と感じます。

・見通しをつけてできること、秘密のこと等を緩急つけてスケジュールされていて凄いと思います。

・健常児とどのように関わっているか見る機会があるとよいと思います。

・とても丁寧で安心して入園出来ました。

・いろいろなイベントを紹介してくださり、とても役に立っています。

保護者アンケートの実施内容

調査方法 質問紙

回答者数 20名（回収率67％）

質問項目 別紙のとおり

1　指定管理者制度４年目となったが、継続して市と協力し合い、施設利用者へのサービスの質の向上に努めたことを評価します。

2　協定にある業務について、着実に遂行したことを評価します。

3　あおぞら園と保育園の併行通園にかかる送迎サービスなど、働く保護者への支援に継続して取り組んだことを評価します。

4　成人向け施設の見学ツアーの実施など、あおぞら園卒園後の生活を見据えた情報提供に取り組んだことを評価します。

5　引き続き、専門職による専門的支援の継続実施と、鎌倉市の児童発達支援センターとしての機能を活かした運営実施を期待しています。

・今年度も引き続き、利用児の特性に合った支援を行うことを目指し、よこはま発達クリニックの佐々木康栄氏にスーパーバイズをお願いしまし

た。クラスに合わせて、教室内の環境設定や個別のスケジュール、課題の実施方法などについてアドバイスをいただき、日々の療育に活かしま

した。

・あおぞら園での療育の目的や日々の過ごしを理解していただくために、保護者向けにクラス報告会を実施しました。各クラスで特に重点的に

取り組んでいることをお部屋の構造化や柔軟性の獲得のための支援、個別課題や個々に合った遊びの提供についてなど、さまざまな視点か

らお伝えしました。保護者からは「考えられた支援を受けていることを改めて知れてよかった」「他クラスの様子がよくわかった」などのお声を

いただきました。

・保護者に向けて、福祉サービスについての研修や先輩保護者からのお話会、成人の事業所への見学会を行いました。今後も大人になって

からの暮らしについても目を向ける機会を提供していきたいです。

調査の結果

・全般的にスペースは広いと感じます。ただ、各教室は狭いと感じます。

・専門職のスタッフは一人でなく、複数名いるとありがたいと思います。PTは受けられていないので。

・掃除が良く行き届いていて生活だといつも感じています。

・家での様子も気にかけ、アドバイスを頂けるのでとても参考になっています。

・個別支援プログラム（PT,ST,OT）がもっと増えるとより良いですが現時点でも有難いです。

・面談、モニタリング毎日とても丁寧にヒアリングしていただき高すぎない手が届きそうな支援計画に

なってモチベーションが上がります。

・ふと気が付くと目標が達成できているので先生方の支援に感謝です。

別 紙 の と お り


